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一一複式簿記の 本質をめぐって 一一 

河 野 正 男 

複式簿記に特徴的要素として ，勘定形式の 使 

用，複式記入および 結果の均衡すなわち 試算表 

の貸借残高の 一致 等 があ げられることが 多 い ・ 

しかしながら ， これらの要素のうち 勘定形式の 

使用は，複式簿記を 行列表現した 行列簿記には 

該当しない・ 勘定形式を使用するかあ るいは行 

列形式を使用するかは 技術上の選択の 問題と考 

えられるので ，複式簿記に 固有の要素としては 

複式記入と結果の 均衡があ げられることにな 

る、 ). しかし複式簿記あ るいはリトルトン 流 

にいうならばイタリア 式資本・利益会計 田 aIi ㎝ 

capitaI- 面 come accmting) から，財務会計およ 

び管理会計からなる 企業会計の発展，その 非営 

利事業への適用， さらには社会会計の 発展等を 

みると ぎ ，複式簿記の 木質を複式記入および 結 

果の均衡ということに 求めることは 余りに技術 

的側面を重視し 過ぎる よう に思える・ 

企業会計の今日の 発展を う ながしたのは ，結 

果の均衡をもたらす 帳 簿記入技術の 中に本来的 

に 組み込まれている 基本的思考にあ るのではな 

いだろうか・ この基本的思考こそ 複式簿記の木 

質というべきものであ ろう・ 

本稿では， リトルトンの 所説にしたがって 複 

式 簿記の本質について 検討するとともに ，社会 

会計すな ね ち てクコ 会計にも複式簿記の 木質が 

生かされていることを 明らかにしたい． 

1.  リトルトンの 会計進化説 

リトルトンは ，その「会計の 再発見 (Ac- 

counting  Rediscovered) 」 2) なる論文で，会計の 

進化 (evolution 巨 y  deveIopment) を，イタリア 

式 資本・利益会計   財務会計   管理会計 

一一社会会計という 図式でとらえた・ この図式 

で示される会計進化説の 概要はつぎの 通りであ 

る ． 

リトルトン 仁ょ れば，会計それ 自体は，探求 

者 (exploIer) によって発見されたものでもな 

く， また，その当初の 技術 は 洞察力のひらめぎ 

に よ る幸運な発明に 基づくものでもなかった・ 

会計の基本的枠組みは ，生産的に使用されてい 

る 資本とその利用の 成果であ る利益とを結び 付 

ける経済関係に 敏感な商人が ，試行錯誤的経験 

の中から，恐らく 3 世紀の期間をかけて 発展さ 

せたものであ る 3). かくして複式簿記が 確立す 

るのであ るが，後述する 理由に よ り， リトルト 

ンは ，複式簿記に 代えてイタリア 式資本・利益 

会計という語を 使用する・ 

イタリア式資本・ 利益会計が世界中にゆっく 

り普及していった 後，その技術の 習熟により， 

以前には気付かなかった 可能性がいくどか 再発 

見されることになる． 

第一の再発見は ， 19 世紀前半のイギリスで 行 

われた・当時の 社会問題であ った詐欺的会社設 

立からの投資家の 保護および公益事業サービス 

0 発展に向けての 貯蓄の生産的使用のために 考 

え出された方策が ，会社に，法律にょり 帳 簿を備 

えさせると共に ， この帳 簿に基づき貸借対照表 

を作成させか つ それを監査の 後株主に送付させ 

ることであ った・緊急の 対応を要した 社会経済 

問題 仁 ついてのこの ょう な効果あ る解決策は， 

活発な想像力の 所産ではなかった・ 英国の歴史 

的土壌が受託責任の 性格，監査の 有用性を明ら 
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かぼすると共に ，説明指向的貸借対照表のアイ 
デアを生み出したのであ る (Pp. 247-8). リト 

ルトンは，第一の 会計の再発見について 以上の 

ような説明をしているのであ るが， これに特に 

名称を付していない・その 内容から推して 財務 

会計を意味してると 解してよいであ ろう。 ， ・ 

第二の会計の 再発見は， 20 世紀に入ってあ る 

程度経過した 後のアメリカで 行われた・アメリ 

カ経済における 大量生産と大量販売の 発展は ， 

企業家運なして ，その意思決定へのイタリア 式 

資本・利益会計の 予想覚の役立ちに 気付かしめ， 

彼等は会計のもっ 管理的サービスを 拡張する諸 

方法を見い出した・ 固定資産への 大規模な投資 

および低廉な 単位原価が競争において 大きな 意 

味を持つことが 認識され，営業活動に 対する厳 

密なコントロールの 重要性を一層高めた・ この 

分野の成果として ，標準原価会計，工業予算編 
成および営業活動の 計画化， コントローラーシ 

ップ 等をあ げることができる・ 近年の会計の 発 

展に対するアメリ ヵ のこの 人 ぎな貢献は管理会 

計 (adm ㎞ istrative acc ㎝ mting) と名付げられ 

る (p. 別 8) の・ 

第三の会計の 再発見は，最近のことに 属す 

る ・それは，戦争   不況   戦争の副産物と 

して生まれたというと 単純化の嫌いはあ るが， 

そこには明白な 関係があ る。 ). 社会勘定 (social 

accounts) から得られた 情報は， 広義の管理 デ 

一夕 7) に入れることがふさわしかという 条件の 

下で，公共政策に 係わる諸々の 重要な問題の 決 

定に役立っことが 明らかにされた ，確かに，そ 

のデータは特殊の 意味での " 勘定 "8) から生み出 

され，かっ特殊の 意味で管理的に 焦点を合わせ 

ている・三番目に 再発見された 会計の内容につ 

いての以上の 説明から，その 説明が社会会計 

(sociaI acco 皿 ting, リトルトンは 経済会計 eco. 

nomicaccounting あ るいは国民所得会計 nation- 

a Ⅱ ncomeacco 皿 ting を使用 ) に関するもので 

あ ることを理解できる・ ところで， リトルトン 

は，社会会計についてはつぎのような 重要な指 

摘をしている・すなわち ，社会会計に 取り入れ 

られた複式記入および 貸借平均等の 表面的特徴 

は国民生産物や 国民所得の分類および 表示 仁 役 

立ち，かっそれらの 統計表は政府の 政策形成に 

有用なデータを 提供しはするが ，社会会計には 

イタリア式資本・ 利益会計の木質すなわち 貸借 

対照表 ( 資本 ) と損益計算書 ( 利益 ) の統合が 

欠けている (Pp, 247-8), と ・ 

引用されたリトルトンの 論文は 30 年前に書か 

れたものであ る・ したがって，社会会計にお け 

る 貸借対照表 ( 資本 ) と損益計算書 ( 利益 ) と 

の統合の欠如についての 彼の指摘は，当時，未 
だどの国においても 公式には国民貸借対照表は 

作成されてはおらず ，その研究が 端 諸にっいた 

ぱかりであ ることを念頭において 理解する必要 

があ る・とはいえ ， リトルトンは ，仮 に 国民貸 

借対照表が作成され ，所得の計算書との 関連付 

けがなされたとしても ，社会会計の 分析能力が， 
企業会計の同種のデータの 統合から引き 出され 

るものと同じ 様なものになるかどうか 仁 ついて 

は吟味の余地があ ることも指摘している、 。 ， ・ 

リトルト ソ は，前述の論文で ，既存の会計分 

野の再発見の 過程について ，概略，以上のよう 

な議論をした 後，話題を転じ ，物価修正および 

会計学と経済学との 交流等，企業会計と 社会会 

計との共通の 課題および会計教育の 問題を取り 

上げる，特に 会計教育の問題の 検討にはかなり 

の紙幅を割いている・この 問題が取り上げられ 

たのは，その 重要性への認識が 会計の最も新し 

い " 再発見 " の証になるかも 知れないという 考 

えにょるものであ る・会計教育の 問題は興味あ 

る課題ではあ るが，本稿の 課題とは直ちは 結び 

に付かないので ， これに係わる 議論は他日を 期 

すことにしたい ， 

つぎに， リトルトンが 複式簿記に代えてイタ 

リア式資本・ 利益会計なる 語を使用した 理由に 

ついて検討しょ 5. 

2.  イタリア式宙水・ 利益会計と複式簿記 

「会計の再発見」なる 論文で，リトルトンが 複 

式簿記に代えてイタリア 式資本・利益会計とい 
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ぅ 語を使用する 理由は，後者の 語が， 二重性 

(dua Ⅲ y) よりももっと 深い意味を表現するの 

に適していることにあ る・つまり，複式簿記と 

いう語からは ，二重記入 (dualentry) および試 

算表の貸借合計の 均衡 (equa ㎞ yof ㎡ albalance 

totals) といった会計技術の 極めて皮相的な 側面 

が想起され，実在勘定と 名目勘定との 巧みな統 

合 (skiIlfuI integration), 換言すると，貸借対 

照表 ( 資本 ) と損益計算書 ( 利益 ) の統合とい 

ぅ 複式簿記の木質を 汲み取ることが 難しいとい 

うわけであ る (P.248). リトルトンは ，その論 

文では， これ以上の記述をしていない・ 

そこで，名目勘定と 実在勘定の統合あ るいは 

貸借対照表 ( 資本 ) と損益計算書 ( 利益 ) の 統 

合の真意を探るために ，前掲論文 ( 「会計の再発 

見」 ) に先立つこと 25 年前に書かれた 周知の著書 

『会計発達 史 (Accounting Evolution to l9 ㏄ 刀 

および前掲論文の 4 年後にチンマーマン (2 ㎞ - 

merman,U.K.) との共著として 出された『会計 

理論   連続と変化   (Accounting Theory: 

ContinuityandChange 凋 ( 以下，『会計理論或 

を取り上げて 検討してみよう ， 

まず， 『会計発達 史コ であ るが， この著書に 

お げる複式簿記に 係わる議論の 大要はつぎの 通 

りであ る． まず，複式簿記の 基本的特徴 (fun- 

damental characteristics) が記録の二重性を 意 

味するということは 皮相的見方ではないであ ろ 

うかと疑問を 呈し もっと深く掘り 下げた見方 

が 必要であ ることを説く・そして ， この問題に 

対する手掛かりとして ，初期の簿記書の 書名を 

調べる・その 結果，大部分の 書名における 複式 

簿記を表す語句は ，記録あ るいは勘定の 帳 簿 

(records  or  books  of  accounts)  の域をでてい 

ないが，若干の 書物には，借方貸方の 勘定 (ac- 
counts  by  debtor  and  credito,),  複式帳 簿 

(double  books),  複式帳 簿記入 (double  book- 

keeping),  複式勘定 (doubIe  accoMt,),  複式 

記入 (d0uble entry) 等，二重性概俳を 反映す 

る書名が付されていることを 明らかにする (Pp. 

23 ㍉ )",. 

リトルトンに ょ れば，二重 桂 概念はつぎの 三 

種の意味を有する・すなわち ， 

㈲ 元帳 と仕訳帳 からなる帳 簿の二重性 

(2) 借方 頁と 貸方頁からなる 勘定形式の二重 桂 

(3) 記入の二重 桂 あ るいは転記の 二重性 

これらの語句で 表現される二重性概俳は ，複 

式簿記の特徴の 一部であ るが， これを持って 複 

式簿記の基準 (criterion) と考えることは 形式を 

持って実体と 見なすものといえるとし ，形式の 

二重性より，結果の 均衡性の方が よ り重要であ 

るとする・すなわち ， 

「……形式の 二重性は，簿記の " 不可欠な要件 

( 、 s 劫 e 興 a れ 。 め 。 ではなく，さらに 深い，さらに 

根木的なその 特徴からよってくるところのたん 

なる反映あ るいは結果にほかならないであ ろ 

らノ 

おもうに，複式簿記の 基調 (keynote) は，形 

式の二重生のうちにこれを 見出そうとするより 

も，むしろ結果の 均衡   珪 (equilibrium) のうち 

にこれを求める 方が妥当なのではあ るまいか。 」 

(p. 25) 、 2) と 言 うわ げであ る・ 

結果の均衡性 は ，元帳 の各勘定においても 成 

立するのであ るが， リトルトン は 貸借対照表の 

均衡性を重視する・その 理由は，貸借対照表の 
均衡性が，積極および 消極財産と資本との 対 

立，すなわち 資産 一 負債主資本を 示していると 

もみられ得るし ， あ るいはまた資本種類と 資本 

源泉の対立，すなわち 資産二自己資本十借入費 

本を示しているともみられ 得ることにあ る， し 

かしながら， この均衡性も 二重性と同じく 複式 

簿記の基本的特質から 生じる結果であ って，決 

定的要素でないとし ，つぎのように 続ける・ 

「……完全な 複式簿記が成立するがためには ， 

均衡性と二重性以覚にさらに 別の要素が加わら 

なければならない．この 追加さるべ き 要素とは， 

いさまでもなく ， 資本主関係 (P 「 0prietorship) 

一一すなわち ，所属財貨に 対する直接的所有権 

と 発生した収益に 対する直接的要求 権   であ 

る． この要素を欠くときは・ 勘定記入 ( 帳 簿記 

入 ) は ， 単に相互に対 C する記入の内容を 要約 
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してこれを適切な 形式にまとめるというだけの 

ことにすぎなくなる・なるほど ， この形式は複 

式記入体系が 成立した後に 認められるあ る基本 

原理   たとえば，㈲ 財産の総額はそれの 構成 

部分の合計額にかならず 等しいとか， (2 嵐算表 

によ る記録検証原理   にきわめて よく 適応す 

るが， しかし この形式だけでは ，企業資本増 

殖計算という 要求に適する 機能をみずから よ く 

構成するにはたりない。 」 (Pp. 25-6) 、 3) 

口 会計発達 史 』においては ， 以上のような 議 

論が展開されており ， この著書では ，複式簿記 

の本質を，記録手続ぎに 由来する二重性と 均衡 

性に求めるのではなく ，投下資本に 生じた損益 

の資本的計算に 求めているということができよ 

う ． したがって， リトルトンが ，複式簿記の 本 

質は実在勘定と 名目勘定との 統合あ るいは貸借 

対照表 ( 資本 ) と損益計算書 ( 利益 ) の統合に 

あ ると言 うとぎ ，その語に，資本計算と 利益 計 

鼻 との統合ということが 強く合意されているこ 

とは明かであ る・そして，複式簿記という 語に 

代えてイタリア 式資本利益会計という 語を使用 

するについては ， この含意を強く 意識している 

ことも確かであ ろう・ 

「会計の再発見」から 4 年後に書かれた 丁 会計 

理論』では，政府会計および 社会会計をも 視野 

にいれた議論がなされていることもあ って，貸 
本計算と利益計算の 統合という語とともに ， 実 

在 勘定と名目勘定の 統合というょり 広義の内容 

を持っ語を使用している・ 上述された二つの 語 

は同じ様な内容を 意味している よう であ るが， 

微妙の差異があ ると考える・ 

口 会計理論』では ，第 9 章「国民所得測定に 関 

する説明」で ，社会会計について 全般的に取り 

上げている・その 中で，企業会計と 社会会計と 

の間にみられる 相違点について 述べている箇所 

があ る・いくつかの 相違点の指摘があ るが， 最 

初に，企業会計 仁 とって企業資本とその 成果で 

あ る利益との関係を 示す実在的なもの ( 資産と 

負債 ) として分類される 諸勘定と名目的なもの 

( 費用と収益 ) として分類される 諸勘定との間の 

相互関係は重要であ るが，現在の 国民所得会計 

体系では国富 (nationaI wealth) との関連付けを 

した表現を認めていないので ，富のための 諸勘 

定と国民所得のための 諸勘定との統合が 不可能 

であ る， と 言 う 主旨のことを 述べている "). こ 

こで， リトルトンが 言っている " 実在的なもの 

として分類される 諸勘定と名目的なものとして 

分類される諸勘定 " は簡潔に表現すると 実在勘 

定と名目勘定という 風に言い替えることがで き 

よう ・彼がこれらの 語を使用したのは ，資本計 

算と利益計算の 統合ということは 営利計算を目 

的とする企業会計に 固有のことであ り， これと 

同種の関係が 営利計算を目的としない 他の会計 

分野にあ るか否かを吟味するには ，それは特殊 

であ る故に判断の 基準として用いるには 不適切 

であ ると考えてのことであ ろう・かくして ，資 

本計算と利益計算に 代えて， よ り広義の内容を 

有する実在勘定と 名目勘定なる 語を使用するに 

至ったものと 思われる・ 

さらに， F 会計理論』の 第 10 章「企業経験のま 

とめ」の中で 政府会計 (governmentalaccount- 

ng) について記述している 節があ るが，そこで ， 

「実在勘定と 名目勘定の統合が ，             ，競争的 損 

益事業を行 う 企業における 当初の枠組み (origi- 

nalfram 、 ework) の外でサービスを 提供する可能 

性があ ることを証明してみせた・なお ， この技 

術は ， 主として，記帳 の二重性および 試算表の 

合計金類の均衡性のためというよりも ，使用可 

能な資産とそれらの 使用の結果との 相互の関連 

性を体系的に 分析し，表示することを 可能にす 

るという理由の 故に， この特定の種類のサービ 

スに 対してさえ有用であ ることは注目すべきで 

あ る。 」 (P.238) と述べている・ 政府会計への 複 

式簿記の適用に 関するこれらの 記述において 

は， この会計分野ではそもそも 利益計算は意図 

されていないのであ るから，資本計算と 利益 計 

算 との統合という 語の使用は不適切と 考えら 

れ， この故に， より広義の内容を 有する実在勘 

定と名目勘定の 統合という語を 使用したものと 

推察されるⅢ・ 
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以上，『会計発達 史 』および『会計理論 コ につ 

いて取り上げた 内容を総合すると ，つぎのよう 

に言 う ことができる・すなわち ，複式簿記とい 

う経済活動の 測定，分類のシステムが 確立する 

については，投下資本とそれに 生 づる利益に関 

する資本主的計算つまり 資本計算と利益計算の 

統合が決定的要因であ ったと言 う ことができ 

る，。 ). ところが，一度，複式簿記が 確立し，経 

済的資源の管理面における 有用性に着目して 企 

業 以外でのその 適用が考慮されるとき ，資本主 

的計算を強く 連想させる資本計算と 利益計算の 

統合という語より ，資産，負債という 在高 ( ス 

トック ) と収益，費用 ( あ るいは経常収入と 経 

常支出 ) で示される流量 ( フロりとの関連村 

けの意味で実在勘定と 名目勘定の統合の 方がよ 

り広義の内容を 有するが故に 適切であ ると理解 

されるに至った・ もちろん， このストックとフ 

ロ一の統合という 意味での実在勘定と 名目勘定 

の 統合には，資本計算と 利益計算の統合も 含意 

されている・ つまり， つぎのように 考えること 

ができる・ 

ストック とプ ロ一の統合というときには ，資 

産，負債および 資本 ( あ るいはより一般的表現 

で ，正味資産 ) についての各実在勘定の 残高を 

一覧表忙した 貸借対照表と ，収益および 費用 ( あ 

るい ほ 経常収入と経常支出 ) についての各名目 

勘定の残高を 一覧表 に した損益計算書 ( あ るい 

は経常収支計算書 ) がそれぞれ関連付けられ ， 

か つ 均衡していることを 第一次的に意味してい 

る． ここでは資本主的計算は 取り敢えず背後に 

おかれているといえよう・ 他方，資本計算と 利 

益計算の統合という 語が使用されるときには ， 

ストックとフロ 一の統合の枠組みの 中で，スト 

ックの一覧表であ る貸借対照表における 残高つ 

まり資産合計と 負債合計との 差額であ る資本， 
フロ一の一覧表であ る損益計算書の 残高つまり 

収益合計と費用合計との 差額であ る利益とを 関 

違付けて把握することが 重視されると 言 うわ げ 

であ る． 

以上の考察により ， リトルトンが ，その論文 

「会計の再発見」で ， 複式簿記の本質とした 実 

在勘定と名目勘定の 統合の真意は ，狭義には， 

資本計算と利益計算の 統合にあ るが，広義には ， 

狭義の統合を 包括した 在高 すなわちストックと 

流量すなわち プ ロ一の統合にあ るといっても よ 

いであ ろう・ 

複式簿記の本質が 資本計算と利益計算の 統 

合， より一般的な 表現をするならば ，実在勘定 

( ストック ) と名目勘定 ( ラロ一 ) の統合にあ る 

というとき，企業におけるその 具象形態は貸借 

対照表と損益計算書との 統合によって 理解され 

る・ しかしながら ， ここでは， このような具象 

形態の背後にあ る基本的な考え 方，すなわちス 

トックとフローを 統合する形で 企業の経済活動 

を 把握することが 望ましい，あ るいは有用であ 

るとする考え 方こそが重要であ ることを強調し 

たい・ この ょう な考え方は，複式簿記の 生成発 

展過程において ，商人の試行錯誤的経験の 中で ， 

複式簿記が完成度を 高めるにつれて 漸次育って 

きたとみることができる・そして ，複式簿記が 

完成の域に達し 実在勘定 ( ストック ) と名目 

勘定 ( フロりを統合して 把握することが 経済 

活動の理解にとって 有用であ るとの考え方が 一 

般 化するにつれて ，恐らくは，管理的視点から ， 

政府その他の ョ戸 営利団体等，企業以覚の 経済単 

位でも， この考え方に 基づく計算記帳 システム 

すなわち複式簿記が 次第に使用されるよさにな 

っ たと思もわれる・ 

そして， このような思考の 延長線上で，国民 

経済を一つの 会計単位とみて ， これに，複式簿 

記すなわちイタリア 式資本・利益会計の 適用を 

試みた社会会計の 発展を考えることができる・ 

そこで，つぎに 社会会計とイタリア 式資本・ 

利益会計の関係について 検討することにした 

い ． 

3. 社会会計とイタリア 式資本・利益会計 

㈲ 社会会計の基本構造 

社会会計の主たる 勘定 表 として，通常，国民 

所得勘定，投入産出表 ( 産業連関表 ), 資金循環 
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が 行われる よう になり，現在わが 国では 相刮 ， こ 

関連を持った 社会会計表が 作成され， F 国民経 

Y 
生産   S 海 外 

D 

I  蓄 積 B 

済 計算年報 コ として公刊されている・ 社会会計 

についての各国共通の 指針となっている 国際連 

合の SNA においても相互に 関連している 社会 

会計表の体系を 提示している 田 ・ 

企業会計の財務諸表を 念頭において ， しばし 

ば，損益計算書にたとえられる 国民所得勘定 

は，第 t 図に示されている 経済循環を第Ⅰ表の 

様な勘定形式で 表現したものであ る ",. 第 1 図 

の 長方形の升はそれぞれ 代表的な経済活動を 表 

」 ，   している・経済活動に 流出入する資金の 流れは 

Y 二所 得 均衡するので ， 第 Ⅰ表のような 4 種の勘定義 を 

c= 消 費 

I ニ 資本形成 ( 投資 ) 
作成することができる・ 生産勘定，消費勘定， 

D 二 資本減耗 
蓄積勘定および 海外勘定等からなるこれらの 勘 

S= 貯 蓄 定 表への記入は 二重記入になっていることが 図 

M 二 輸 入 

x= 輸 出 
表から理解し 得るであ ろう・ 4 種の勘定表から 

B= 海外に対する なる国民所得勘定は ，第 2 表のような形で 国民 

債権 の純増 貸借対照表に 結び付けられている・ 社会会計で 
(=X--M) は 時価評価が原則とされるので ，期首ストック 

勘定 ( 資金循環 表 ), 国際収支表および 国民貸借 の再評価による 修正 額 等を調整勘定に 表示し ， 

対照表があ げられる・これらの 勘定 表は ，当初， これを，会計期間中のストックの 増加を表示す 

それぞれ固有の 目的のために 開発され，かつ 作 る 蓄積勘定と共に ，期首貸借対照表に 加算して 

成されていたので ，相互に無関係の 状態にあ っ 期末貸借対照表が 作成されるのであ る，。 ， ・ 

た ・その後，国民経済の 活動を総合的かっ 体系 なお， もう一つ触れておきたいことがあ る， 

的に分析するという 視点から，相互の 関連行げ それは，理論的には ，国民所得勘定や 国民貸借 

第 1 表 経済 循珠 の 劫 定形式による 表現 

生 産 消 費 蓄積 海 外 

Y C C Y 丁 Ⅰ S X M 

D I S B D B 

M X 

第 2 表 国民所行劫 定 と国民貸借対照表 

期首 B/S 蓄 積 調 整 期末 B/S 

    Fa     
  

R 二 実物資産， F= 金融資産， L= 負 債， N Ⅰ正味資産 
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対照表等の社会会計表は ，国民経済内の 個々の 

経済単位あ るいは会計単位のそれぞれの 目的を 

持った勘定表 さ ，社会会計目的の 勘定 表 に組み 

替え，それらを 国民経済的規模で 連結すること 

によって作成され 得ると言 う ことであ る・つま 

り， 個々の経済単位の 財務諸表を ，第 Ⅰ表のよ 

うな勘定 表 に組み替え，それらを 企業，政府， 

家計という異なる 経済活動を行 う グループ ( 部 

門 ) 別にまとめて 連結をし このグループ 別の 

連結勘定 表 をさらに連結して 国民経済全体の 勘 

定表を作成すると 言 う わけであ る，。 t. 実際には， 

社会会計の諸勘定 表は ， これらの連結手続きで 

消去されないで 残る項目について 統計的手法を 

使用して金額を 推計し作成されていることは 

周知の通りであ る・ 

㈲ 社会会計とイタリア 式資本・利益会計 

前節で社会会計においても 計算構造上は ， ス 

トックとフ ロ 一の統合という 考え方がとられて 

いることを見てきた・ 発展史的には ，社会会計 

においては， その当初からストックとフローを 

統合していくと 言 う 考えはなく， むしろ， ケイ 

ンズ恒等式で 示される経済循環を ，企業会計の 

二面記入および 勘定形式で表章することが 従来 

の 経済統計の表章形式に 優っていることから ， 

恐らく，まず ，企業会計の 表章形式が用いられ ， 

後 に ，経済活動の 有効な測定，分類，分析等 V こ 

は企業会計にみられるようなストック とプ ロ一 

の統合された 測定，分類システムを 取り入れる 

べきであ るとの理解に よ り，社会会計における 

国民貸借対照表の 研究が促進され ，そして，わ 

が国のような 一部の国においてではあ るが，今 

日， 国民所得勘定と 関連付けられた 国民貸借対 

照表が作成される よう になったといえ よう ・ 

社会会計においては ，企業およびその 他の個 

別経済単位において 複式簿記を適用した 場合に 

みられる試算表の 貸借合計の一致つまり 結果の 

均衡ということは 実践され得ない・ しかしなが 

ら ，社会会計の 勘定表の作成実務においては ， 

ストック とプ ロ一の統合という 視点から，結果 

の均衡とい 5 技術的側面が 考慮されていること 

は 間違いない・それは ，公表されている 国民所 

得勘定や国民貸借対照表等の 社会会計表が 必ず 

貸借合計が一致していることに 示されている． 

現実には，統計的技法 ヰこよ り ， 多くの項目の 金 

額を推計するわけであ るから， どの様に正確に 

推計しても偶然に 一致する以覚，勘定表の 貸借 

が一致することはない・ 貸借一致の表示は ，不 

一致 額を " 統計上の不実 合 " という項目を 設け 

て加減するか ， あ るいは正味資産へ 算入すると 

いった工夫によるものであ る・ このような工夫 

がなされるのは ， ストックとフ ロ 一の統合を意 

図した勘定 表は ，理論的にはその 貸借合計が一   
致するものであ ると言う既知の 知識に基づくも 

のであ ろう． 

さて，社会会計におけるストックとフ ロ 一の 

統合の実態を 知るとき， リトルトンが『会計発 

達史上において 指摘したように 複式簿記の木質 

は資本計算と 利益計算の統合にあ るということ 

を 強調するならば ，社会会計は 複式簿記の本質 

を生かしていないと 言える・ この場合，非営利 

事業会計についても ，社会会計と 同様のことが 

言 い 得よう・ しかし リトルトン ( およびチン 

マーマン ) の後年の著書『会計理論 コ では， 複 

式 簿記の本質を ，資本計算と 利益計算の統合を 

特に強調しない 表現すなわち 実在勘定と名目勘 

定の統合という 語を使って説明していることか 

ら， この視点に立つならば ，企業の場合と 同様 

に帳 簿記入が行われ ，試算表の貸借合計の 突 合 

せも行い得る 非営利事業の 会計は， 当然，複式 

簿記つまりイタリア 式資本・利益会計の 木質を 

生かしていると 言い得る・社会会計はどうであ 

ろうか． 

社会会計においては ，既に説明してきたごと 

く，企業会計において 確立されたストックとフ 

仁一を統合して 測定することの 有効性について   
の既知の知識に 基づいて，統計的技法を 使用し， 

その勘定 表 が作成される・ 理論的にはともか 

く ，実際には元帳 勘定を締め切るという 形では 

勘定表は作成されない ，つまり試算表の 貸借合 

計の一致による チ，ックは 行われないわけであ 
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る ・そこで，勘定表の 作成が元帳 の勘定の締切 

によらず，統計的技法に 依存していることを 取 

り上げ， この観点から ，社会会計はイタリア 式 

資本・利益会計の 本質を生かしていないという 

見方も可能であ る・しかしながら ，この見方は ， 

勘定表作成の 技術的側面に 捕らわれすぎてい 

る・イタリア 式資本・利益会計の 考察において 

重要なことは ，任意の会計単位の 経済活動の把 

握を，ストックとフローを 統合して行おうとす 

る 考え方にあ る・ この考え方にしたがって ，企 

業や非営利事業のような 個々の会計単位の 経済 

活動を把握する 場合には，原始資料が 網羅的に 

入手可能であ ることから，文字通り 元帳 勘定と 

しての実在勘定と 名目勘定の統合が 行われ 得 

る ． 

他方，個々の 会計単位の集合体であ る 複 全的 

会計単位の国民経済の 経済活動を把握するにあ 

たっては，原始資料を 網羅的に入手することは 

極めて困難であ り，それ故に ，文字通りの 意味 

で実在勘定と 名目勘定の統合は 不可能であ る． 

このため，勘定表の 作成は統計的技法に 依存せ 

ざるを得ない "). 勘定表の作成を 元帳 勘定から 

直接行 うか ，さるいは統計的技法に 依存するか 

は 原始資料収集の 難易に依存しており ， このこ 

とは，決してイタリア 式資本・利益会計の 本質 

をめぐる議論において 決定的要因ではない． こ 

の議論においては ，ストック とフ p 一 を統合し 

て 把握するという 考え方こそが 考慮されるべ き 

最も重要な要因と 考えられる・この 視点に立て 

ば，社会会計においてもイタリア 式貸本・利益 

会計の本質は 生かされていると 言えよう． とこ 

ろで，社会会計においても ，原始資料が 入手 可 

能 であ れば，それらに 高度の加工を 出来るだけ 

しないで勘定表を 作成することが 望ましいこと 

は言 う までもない． フランスのプラン・コンタ 

ブルは，社会会計における 勘定表の作成への 役 

立ちを意図して ，企業会計の 勘定組織の設定が 

試みられている・ 社会会計および 企業会計の双 

方の視点から ， この試みは注目される 簗 ， 

最後に一言・ 社会会計の再発見およびその 発 

展は ，ストックとフローを 統合して記録，分類 

するというイタリア 式資本・利益会計の 本質が 

元帳 勘定を離れて 生かされたと 言い得よう・ こ 

のことは重要であ る・元帳 勘定以外から ，例え 

ば統計的技法により ，資料が得られるならば ， 

ストックとフロ @ を統合して把握するという 考 

え方を生かして ，任意に会計単位を 設定し，会 
計計算を行うことの 可能性を示唆するからであ 

る・都道府県，市町村のような 行政区域さらに 

はその他の任意の 地域を会計単位とする 地域社 

会会計の研究は ， この可能性の 一端を示すもの 

であ る 湖 ・ 

リトルトンおよびチンマーマンは ， 『会計理 

論』の中で ， 「その初期の 時代から， 簿記は広 

範囲だがしかし 非常に徐々に 認知された分析的 

潜在力のあ る技術であ った・今日でさえ ，その 

完全な潜在力は 恐らく認識されていないのであ 

る」 " といっているが ， この著書から 25 年後の 

今日においても ， この言葉は妥当しよう． 

ヌ主 

1) 行列簿記では ，取引を行列形式で 表示するので 
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いたとして， この時代から 遡ること 3 世紀と考 
えられる・ Littleton,A. C.;Acco ぴ M 肋 gEvo. 

lutio れ T00 7%0, PartI, 1933, 片野一郎訳Ⅱ 

トルトン 会計発達 史 d ( 以下，『会計発達 史り ， 



イタリア式資本・ 利益会計から 社会会計へ ( 河野正男 ) (181)@ 9 

同文館，昭和 45 年 (13 版 ), 前編参照． 
4) リトルトン は ，その論文「会計の 再発見」の中 

では，財務会計について ，本文で紹介した 内容以 
上のことは記述していない・ これほ，恐らく ，英 
国 における財務会計の 発展は周知の 事実であ る 
と 言 う 認識に基づいて 紙幅の節約を 図ったもの 

と 考えられる．リトルトン 自身は， 1933 午に出版 

された前掲 書 ㏄会計発達 史皿で ，英国における 
監査制度および 財務諸表の公表制度の 確立まで 
の経緯等について 詳しい検討を 行っている ( 第 
16 章 -18 章参照 ). つぎの書物でも 同様の課題を 

取り上げている・ Chatheld,Michael;AHisto ひ 

が Acco ぴ舵肋 gT ん <Oug 肋 ， 1974.Chapterg, 津田 

正見・加藤傾命 訳 、 『チャットフィールド 会計 

思想史 ], 女真 堂 ，昭和 53 年，第 9 章参照． 
5) リトルトンによる 管理会計の発展についてのよ 

り詳しい考察は ， チンマーマンとのつぎの 共著 
で行われている． 

Littleton, A. C. and U. K. Zimmerman;A か 

cou れ i,,g  T ん ， 0 ひ， Contt れ ui 取 and  C 加乃 ge, 

1962,Chapterl0-11, 上田雅通訳『会計理論一連 

続と変化 一 11  0 以下， F 会計理論 り ，税務経理協 
会，昭和 51 年 ，第 10-11 章参照，また ， ChatfReId, 
M  の前掲 書 の 第 12-13 章も同様の課題を 取り扱 
っている． 

6) 第一次世界大戦一大不況一策 _ 次 世界大戦とい 
う経過の中で ，社会会計資料は ，国民経済の 管 
理 ( または誘導 ) 運営に重要な 役割を果たした． 
Littleton,A.C,and,U.K.Zimmerman, Ibid., 

Chapter g, 上田 訳 ，前掲 書 ，第 9 章参照・ 

7) " 広義の管理データ " とは，企業会計資料が 企業 

における経営者の 意思決定に役立つことを 念頭 
において，それとの 対比で，社会会計資料が 国 
民経済における 政策担当者の 公共政策の決定に 
役立つことを 考えての表現と 思われる． 

8) リトルトンが 念頭においている 社会勘定は主と 
して国民所得勘定と 思われるが，社会会計では 
原則として勘定という 語は総勘定元帳 中の勘定 
の意味ではなく ，損益計算書や 貸借対照表のよ 
うな勘定表の 意味で使用される． 

9) 換言すると， 7) で説明したよ う に，公共政策の 

決定への役立ちを 意味するものと 思われる． さ 

らに説明を加えるならば ，企業会計の 場合は， 
管理という語は ，企業の支配下にあ る経済的資 
源 に対して直接的な 影響力を行使することを 意 
味するのに対して ，社会会計の 場合は，政府の 
支配下にあ る経済的資源は 別にして，管理とい 
う語は， どちらかと言えば ，国民経済中の 経済 
的資源に対する 政府の間接的影響力の 行使っま 
り誘導に近い 意味で用いられているよ う に考え 
られる． 

10) リトルトンは ，つぎのように 言っている・ 

「企業において 生産的に使用されている 資本と 
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みて，上記の 諸要因が全部揃っただけでは 複式 
簿記は生成しない． これらの要因を 刺激して， 
複式簿記の成立に 導いたのは利潤性商業の 出現 
であ る． このことが，資本の 生産的利用とその 
成果であ る利益との関係に 敏感な商人をして ， 
複式簿記の成立に 向けての試行錯誤の 歩みを 動 
機 付けたといえる ( 、 Accou ぬ肋 g Evo ぬ陀 on to 

Jg00 ， Chapter 2, 片野 訳 ，前掲 書 ，第 2 章 ). 
Ⅰ 7) United Nition; 且め s 比笏 。 / Notional A か 

。 0 目ぬ， 1968, 参照．基本的にはっぎのように 考 

えることができる．すなわち ，後述する国民所 
得勘定を構成する 勘定のうち，生産勘定と 投入 
産出 表 ，蓄積勘定と 資金循環勘定，海覚勘定と 
国際収支表とがそれぞれ 結び付けられている・ 

18) 指摘するまでもないことであ るが，第 1 図は， 
ケインズ恒等式に 基づく基本的な 経済循環を示 
している． 

19) United Nations, Ibid., pp. 17-32: 経済企画庁 
編 ，前掲 書 ，参照．調整勘定には ，価格変化に 
よる再評価額ばかりでなく ，制度的構成および 
分類の変化による 調整，統計上の 不実 合 等の項 
目も含まれる・ 

20) 拙稿「新国民経済計算 ( 新 SNA) と企業会計 
への イ ン " クト」『企業会計』 32(9), 1980 年 11 
月 ， 6 匹 83 頁． 

2 Ⅰ ) 仮に ， 全ての個別経済単位の 元帳 勘定が利用し 
得ても，社会会計における 勘定表の作成にあ た 
っては，個別経済単位の 会計と社会会計との 勘 
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 ( 本稿は，日本簿記学会第 4 回関東部会におけ 

る統一論題「複式簿記の 本質 ( 簿記理論の深化 
・一般化を求めてか」に 関する報告に 加筆訂正し 
たものであ るの 

( かわの まさお横浜国立大学経営学部教授 ) 


